
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責 波佐見高等学校保健委員会 

平成２８年２月２２日発行 

 修学旅行やインターンシップなどの行事も終わり、２月も後半にはい

りました。波佐見高校では、インフルエンザの集団感染もなくみんな

元気に過ごしています。このまま体調管理をしっかり行い感染予防を

心がけましょう！ 

花粉症にならないためには？ 

花粉がたくさん体に入ると、アレルゲンが

徐々に溜まり、発症しやすくなります。そのた

め、なるべく花粉を体に入れないことが予防に

なります。マスクやうがい、帰宅後の手洗いや

洗顔なども効果があります。 

 

２月になり、花粉の季節がやってきました。大人

に多いといわれていた花粉症も、今は子供にも増え

ているようです。 

皆さんは花粉の対策をしていますか？花粉症で

はない人もなる可能性があるので、しっかり対策し

ておきましょう！！ 

“冷え症” 

を改善して 

冬を元気に！！ 

 

▼こんな症状は冷え症から

起こることもあります！ 

□頭痛・肩こりがある 

□風邪をひきやすい 

□腹痛や下痢が多い 

□集中力が低下した 

□肌荒れがひどい 

□胃もたれがする 

□疲れやすい 

□夜、寝つきが悪い 



 

 

 

１月末から２月初めにかけて、教室の二酸化炭素の量を測定しました。 

結果は・・・・ 

５０分授業終了後 Ａ教室 ３６００ppm 

           B 教室 ３２００ppm 

           C 教室 ３０００ppm 

           D 教室 ３０００ppm 

と、すべて３０００ppmを超える結果となりました！ 

 

空気中の二酸化炭素の量は、空気がきれいな場所で、３６０～４００ppm、街の中で４００～ 

６００ppmとされています。室内では、８００ppm以下であれば、問題の少ないレベルである 

と言われています。敏感な人は、１０００ppmで「空気が悪い」と感じることも。 

下記に、二酸化炭素の量と健康被害の関係の表をのせています。 

 

二酸化炭素濃度 症状や健康被害 

～７００ppm 長時間過ごしても健康に問題のない室内レベル 

～１０００ppm 健康に被害はないが、不快感や臭いを感じる人が出るレベル 

１５００ppm 望ましい教室内の二酸化炭素濃度の基準値の上限 

（１５００ppm以下が望ましい） 

↓これより下は基準値オーバー↓ 

～２０００ppm 眠くなる人が多くなるなどの体調の変化と、空調に苦情が出るレ

ベル 

～３０００ppm 肩こりや頭痛を感じる人が出るなど健康被害一歩前の限界レベル 

３０００ppm～ 
頭痛、めまいなどの症状が出て、長時間では健康に危害を及ぼす

レベル 

 

授業中に眠くなる人、肩こりや頭痛がする人、いませんか？？その原因は教室の換気をしな 

いことによって二酸化炭素の量が増えているせいかもしれません。 

                    寒くて換気をしたくないかもしれませんが、こもっ 

                  た空気の中では、インフルエンザなどのウィルスに感 

                  染する危険も高くなります。 

両側の窓と廊下の窓を全部開ければ、１・２分ほどで、 

３０００ppmあった二酸化炭素量を、６００ppmに 

まで減らすことができます！！ 

クラスの保健委員が換気を呼びかけていると思いま 

すので、みなさんの健康のためにぜひ協力してくださ 

いね♪ 

毎時間換気をしよう！！ 

汚れた空気はとっても危険！ 
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